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1は じ め に
本演習林のヤチ ダモは,ほ とん とが天然生 老令林(樹 令150～200年)の 形で存立 しているが,1,
2>3,林 班 の根室 国境 沿いには小面 積(約20ha)な が らも壮令林(樹 令30～50年)が 極限 された
形て現われてお り,こ の林分の材 積成長量 は老令林分に比 して甚だ良好な よ うであ る。
一般に壮令林(所 謂2次 林)は,被 圧過 程を辿つ て成林 した老令林 に比 して,成 長経過に特異性が
あ り,材 積成長量 も良好な ことは容易に推 測できる ことであ るが,筆 者達は これ ら両林分におけ る特
徴を林分階造及び成長経過 の ヒか ら解析 して,明 らか にす るため本調査を意図 した次第てあ る。調査
に附帯 してヤチ ダモ壮令林分下の植生調査 をお こなつ たが,こ れ は土地 要求度 の高い ヤチダモを植生
の面か ら立地的に明 らかにす るために計画 したものであつ て先 にそ の一部を 発表 した老 令林分下 の櫃
生 と共 通す るものであ る。植 生調査につ いては,今 同は生態 的な 出現頻度 調査 に重点を暦 くに とどめ
たが,柚 生の分布域 と土壌状態及びその立地上に成立 した林木の成長 量 との関係につい ては,今 後 の
研究 に よつ て漸時 明らか に して行 くつ も りであ る。
本調査は,中 江が計画,指 導 した もので,野 外調 査に は酒瀬 川武五郎,夏 期実習の学生があた り,
とりま とめは 辰己かお こなつた。
本 報告にあた り,図 表の整理 に助)/し ていただい た菅 原哲二及び演習 林内の 各位に深 甚の謝意を表
する次第であ る。
五 調 査 地 の 概 況
調 査は壮 令更新林分の成立 してい る1,2,3林 班に またがつてお こなつた。本 調査地 の地形 は海
抜おおむね150m前 後のほ とん ど起伏のない丘陵地 であ るが,局 所的には傾斜 角10° 内外の斜 面 も含
まれ る。土壌 は火山灰性黒 色土 よりな り,や や湿性 でBld型 を示 してい る。 当該林 分の分布域は 第1
図に・[1すよ うに群落的に極際 され て出現 し,そ の総 面積は約20haで あ るc分 布域内の構成樹種は上
2層木 として ミズナ ラ,ハ ル ニ レ,ヤ マハ ンノキ,シ ラカ ンバ等があ るが,こ れは点在す る程度であ,
てほ とん どがヤチ ダモで占め られ 中層木,下 層木はいずれ も大半がヤチ ダモであつてha当 り約900・
8000本 を示 してい る。 径級は2cmか ら16cm未 満 のものが多 く樹令は一般に30～50壬 詳で2次 林
出現 している。
本演習林は前 身が軍馬補充 部に属 してい たので各所 に放牧 の影 響がみ られ るが とくに本調査地で1
この影響が甚 し く,成 長量,植 生型に特異 な変 化のあ とがみ られ る。
皿 調査 の 目的並 び に調査 方法 顕
本調査は,壮 令林分の林分構造,成 長量,植 生型を明らかにすることによつて,こ れらの特性を邸
かみ,さ きに触 し姥 輔 暢 合 との比較対照を試みようとしたものである。 愛
3つ の調査 はいずれ も同 じ調査地 で並行 してお こなつ た ものであ る。す なわ ち,1,2・3林 癒 露
評
各分布域内に0.004--0.1haの 方形状のプロットを15ケ 所 とつてこれらの毎木調査をおこない・㌔
準木の撰定によつてそれ らの樹幹解析をお こない,さ らに植生調査によつて林床舶物の出現頻度を
らかにした。標準地の設定ケ所は1林 班(5),2林 班(5),3林 班(J)である。 、
掲
① 林 分 構 造 潤
ライントランセクト法により林木を毒直的に明らかにし,つ いで樹高曲線を描いて壮令林の特性
老令林 と比較対照した。 餐
② 成 長 経 過 騙
蝋 解#fryを もとにして,概 木証 常木別の胸舶:径,幹 木櫃 厳 曲線澗 献 紬 線をつく
。才、を齢 林分の場合と比較して ・れらの厳 腿 を肪 かにしさらに道i村2蜥 におけるヤチタ
の成長曲線とも対比して当林分の成長がどのような位置にあるかも考察しようとした。 旨
③ 植 生 型
林内の植生型は地位判定の…つの基準と考えられる。すでにヤチダモは土地要求度のぎわめて ・・
離 である。、糊 らかになつた、・1'こ吐 めヤチダモ舳 の桝 型、堰 贈 位嘱 する型栖
3の と類推 され る。 本調陛ては環境 諸因fの 研究 はお こなわず 単に出現す る植生 のみか ら,ヤ チダモ林
の地位 について考察 しよ うとした。
]V調 査 結 果 並 び に 考 察
(II壮 令更新林分の構造
各標 準地のヤチ ダモぴ)直径階別 本数,林 床植物,樹 令,ha当 り本数を示す と第1表 の通 りであ る。
これ らの更新林分の牡徴を 立地的にみ るといずれ も'F坦 な峯通 りの凹地 とか,ゆ るやかな起伏 をな
す台地Lの 緩斜面に成 、Zする場 合が 多 く,比 較的急な中腹余和11に現われ る ことは少ない。樹令は…般
に20～40年 の問 にあ り中でも30年 前後の ものが3つ の分 布域を通 じて多いので,恐 ら くこの時 代に
一 斉に 更新を開始 した もの と推定 され る。
分 布域別にみ た径級別 本数分配図をつ くると(笏2図)3分 布域 とも16Cm以 下の小 径木の多い こ
とが 目につ くが,こ オtは 、Z木密 度がil∴1すぎた為の被圧の結 果であ ろ うと考え られる。第1,第3分 布
域は第2分 布域 に比 してfix木 が 多いが,こ れ は 当演 習林の前身 であ る軍馬 補充部時 代に人為を 含む
外的な成長を刺戟す る機 会が 加わつ て適度の間伐が なされ た結 果であ ろ うと思 われ る。第2分 布域 は.
これに 反して第1,3分 布域 の如 き外的な機 会が加オ)らなかつた 為に小径 木が 多 くなつた ものであ り,
甚 しく被圧され た所ては胸 高直径4cm前 後の ものがha当 り8,000本 の割 含で密生 してい る・(写 真
参照)
本調 査に おげ る樹1煽 拝i線を描 くと第3図 の通 りであ るが これを第1報 の老令林(i)二おげ るヤチ ダモの
樹 高曲線 と比較(第3図d)し てみ る と第2林 班(壮 令 被圧林)を 除いて両林分 とも殆ん ど類似 した
曲線を示すが,樹 令を ・つの因子 として考え る と壮令 更新林分は老令林分に比 して成長が良好であ る
'と みな され る。
4箒1衷 直径階 別本数分配表 望
鷺 地1・:2345.6遭一..一.一.一 一一一.一..一.一
面 積.haO.110.05・ ・0.050.10.230,01
i -......一.一 一.一 一.一 一.一
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第2表 壮 令 林 分 構 造 分 類 表,
一
儀
高r木!中 層木～一ド層木1林 床 植 生 型ii布 域 毒一一.一.一....一.
ハ ル ニ レ,ミ ズ ナ ラ,:ヤ チ ダ モ ,ハ シ ド イ,ミ ヤ コザ サ 一ー灌 木 型 第1林 班
1.
シ ラ カ ン.・'zゾ モ,ヂ イ タヤ:8.9.1・.・; ..一...一 一.一
ハ ル ニ レ,ヤ チ ダモ .ハ シ ドイ,ヤ チ ダ モ ミヤ コザ サ ー 売 陰 性**第1林 班2r
I草 本型 噂
一..一 一..一.一.一 一...一......一 一.一..一 
ハ ル ニ レ,ヤ チ ダ モ,ヤ 千 ダ モ,ハ ル ニ レ,究 陰 招草 本 型**第1,2林 班
3キ ・・グ,ヤ マ ・・ン ノ キ,汗 ゾ モ ミヂ イ タヤ,1.2.3.4.5* .1
シ ラ カ ン ノミ ツ リノミサ㍉ エ ゾ マ ユ ミ
一ー一 ..一一.一.一 一 一 ゴl
r
ヤ チ ダモ,… レニ レ,ヤ チ ダモ,・vレ ニ レ,f.**第2林 班
4ヤ ・ 一 ・ ・キ・ ・ズナ ・ 一 ・ ・イ・ ・ … ヂ ・・ 娼 大 ・鯉 娼11鐸 .
.一 一一 一 一.一..




*第1表 の標 準 地 番号 を 示す 髪 ,
畔 「!ヒ陰性 草 本 の 種 類 は シ ダ類(オ シ ダ,ク サ ソテ ツ,シ ラ ネ ワ ラ ビ,ジ ュウモ ンヂ シ ダ,ヤ マ ド リゼ ソイ
f),キ ツ リフネ,ナ オ バ ナ ノエ ン レ イソウ,エ ゾ でラ クサ,バ イケ イ ソ ウ,ナ オ バ ユ リ,フ ツキ ソウ
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第3表 標 準 木 の 樹 令,樹 高,胸 高 直 径,幹 材 積 表
年

















7三つ の標準地についてお こなつ たライ ソ トラ ソセ ク トに よる樹冠投影図及び林分断面をみ ると(第
4図a,b,c)こ れ らの分布域に おげ るヤチダモは ・般に ミズナ ラ,ハ ル ニ レ,ヤ マハ ンノキ 等の
老令大径木 ドに更 新 したもの と考 えられ る。更新 林分構成 を酸直的に分類す る と次の5つ に分 け られ
るよ うである。(第2表4頁)
更新 林分中では 大体胸高直径16cm以 上の ものがII木 に属す る ことにな るが樹令を 平 均35年 前
後 と考 えれば これ らの林 分の肥大成長は さぎに調査 した老令林分(の)と較べて(120～160年 で 胸 高 直 径
30cm前 後)概 して良 好な ように思 われ る。
働 壮 令林 の成 長経過
第3表,第5図 は3分 布域の うち優良な成長を遂げてい る林分*及 び比較的 被rt=を受けてい る林分献
か ら選 んだ標準 木につい て調べ た成 長鼠,成 長曲線であ る。
す でに 老令林分 調査においてY一 達は ヤチ ダモが比較的1耐陰度の強い樹種であ る ことを 明らかに し
てきたが,こ れ ら3分 布域 におげる被圧木 もウ ・閉 化され た林分内 で比陰に耐 えなが らもなお徐hに
成長 を持続 してい る ことが わか る。 これ ら被圧木 の成 長曲線を 老令林 の成長 曲線 と対比 して検 ・Jする
と(第6図)ほ ぽ 同 じよ うな傾 向が み られ る。 これか ら推 察 して,3分 布域 内の被圧林分ぱ,風 到,
枯死,そ の他 の自然的な陶汰 によつ て将 来天然生 老令 林へ 移行す る傾 向にあ る と考え られ る。
被圧林分の対照 として とりあ げた正常 林分 は稚樹 発'1三後の ウ ・閉,疎 開が前 述の如 く,人 為を 含む 外
的な作 用に よつ てお こなわれ たもの と推定 され るため,樹 高,胸 高直径,幹 材 積成長 とも被圧林分 に
比して甚 しく良好である。 これ を厚 岸町太 田村におけ るヤチ ダモの収穫表(の)による成長 曲線 及び朝 日営
林署管 内優良ヤチ ダモ林におげ る成(ヨ)長曲線 と比較 してみ ても(第6図),樹 高,胸 高直径,幹 材積 成
長 ともに これ らの対照林分 を凌 駕して良好であ る。
以一f=tE:常林分の標準木 として選 んだ林地 を立地 的に考察 してみ る と,す で に(IIの林分構造で述べ た
如 く大 部分が庇陰性 草本を地床植 物 として もつなだ らかな台地上緩斜 面 とか 平坦 な峯通 りの凹地に属
してい るが,こ れ を他 の数種の植生 型,土 壌 型に成立す る壮 令林及 び人工林 の成長の場合 と比較 して
み ると第7図 の如 くなる。 この図か ら明 らか な よ うに本調 査での標 準木 は他 の4つ の植生型,土 壌型
に比 して成長は良好であ り,立 地 的にみ て もヤチ ダモの成 立地 として適 してい る と考 えられ よ う。筆
者達 は さきの老令林調査(わ)においてヤチ ダモが土地 要求 度及 び養分要 求度 のきわ めて強い樹種であ る こ
とを推 測 したが,ヒ 記 の立地 的にみ た成 長量の相違 は,こ れ らの推測 を裏付け るもの であ る。 この問
題は さらに吟味 した研究 を重ねる ことに よつ て遂 次明 らか に して行 きたい。
被 圧化され た林 分は,そ の被 圧年数の度合に より適 度の間伐 を実 施す る ことに よつ て林 分生産 量を
増大で きるが,長 年月に 日'つて被圧 され た林分は間伐 による成長回復 も不 可能 なもの とされ る。 ヤチ
ダモは耐 陰性 が強いため この回復年数は比較的長い もの と考え られ るが,こ の 目安 として本調査地 内
で枯損Lた ヤチ ダモについてその枯死年数を調べ る と(第8図)15年 目か ら枯死 し始めて25年 か ら
30年 で最kと な り,ま た樹高は8m,胸 高直径 は5Cm以 下 とされ る。 この ことか ら類推す る と本演









(3)ヤ チ ダモ壮 令林下の植生 型の推 移
林内の地床植物 はいろいろな環境因子(微 気象,土 壌型,土 壌 のpH,理 学 的,化 学 的組成,母 材
等)の 影響を うけて,群 落 状に住み わけを した り,優 占種,劣 勢種 となつて入 り乱れて生育す るな ど
二れの分布をみ るとさまざまであ る。 しかし植物 の種類に よつ て生育適地が異なつてい るので,一 見
不規則 とみ られ る分布に も自ず と一 連の環塊上 の関係が現われ る場合が 多 く,し たがつて これ らの林
床 の植生型は成立 林木の適地 の是非 を判定す る指 針 ともな り得 るものであ る・ と くに ヤチ ダモは土(の)地
要求度が きわめて高 く,環 境の変化 に鋭敏であ るので,こ の林分内の植生型を明 らかにす ることは造
林一ヒす こぶ る重要 な課題 といえよ う。
当演習 林内の植 生の概 観をみ ると,オ ニ ミヤ コザサは各所 に繁茂 しているが とくに斜面や尾根筋に
多 く沢筋 にはアキ タブキ,ヨ ブスマ ソウ,エ ゾイラ クサ等 の庇陰性大型草本,沢 筋の上部か ら斜面の
中腹にか けてフ ツキ ソウ,ハ ンゴン ソウ,ク マイチ ゴ,エ ゾイチゴ等が生育 し,さ らに林内の局所 に
はオシダ,ヤ マ ドリゼ ンマイ,キ ツ リフネ,エ ゾノタチツボ スミレ,ス ゲな ど多数の植生が出現 して
いる(の)。
ヤチダモ天 然生 林下 におけ る植生 型につい ては,先 の調査(お)によ りほぼ3つ の群,サ サ型,シ ダ型,
スゲ型,に 分れ る ことを明らか に したが,当 演習林内には,い たると ころに放牧 の影響を うげたあ と
がみ られ るので,こ れ らの3群 の植 生型も,ヤ チダモ林特有の 自然性植生(ゆ)とこれに過放牧の影響に よ
る半自然性 植生(の)が附随 して現 われ る もの と考 え られ る。 とくに本調査の対象 とした林分はその樹令か
ら判断 して過去,放 牧 の経験を もつ た後に成立 した もの と推定 され るので当該林分の植生の推移を明
らか にす る ことによつ てcヤ チダモ林 と植生型,及 びそれ に ともな う②成長量 と植生の関係について
第4表 植 生 出 現 頻 度 表
一.～ 調査 フ ロ ッ ト～ー ＼
-1234567i、
植 物 名 ＼ ～ 一一 一 一 一一.一 一 一..一一一.一一閲」エ ゾ ノ タチ ツボ ス ミ レ232+1+
ホ ザ キ シ モ ツケ2+1
ヨ ブ スマ ソウ.1† 十 十 十 †
ハ ン ゴ ン ソウ .十1+
キ ツ リフネ:342+十+2
オ ニ ミヤ コザ サ1十 十32十 十
ス ゲ121十22
ダ イ コ ン ソ ウ11+++
オ オ バ ナ ノエ ン レイ ソ ウ11211221
ウ マ ノ ミツバi2十
ミ ミコ ウモ リ 十 十 ふ 十 十
エ ゾ イ ラ クサ++11++
ヤ ブ ジ ラ ミ ミ 十 十 十 十
アキ カ ラマ ツ 十 十 十11十1
エ ゾ アザ ミ+++++
オ オ アマ ドコ ロ1十 十++
ヤ マ ニガ ナ 十 十 十 十
キ ン ミズ ヒキE十 十 十
オ シ ダ 十11
クル マ ユ リ 十.
フ ツキ ソウ1341
オ ォ バ ユ11十 十 十 十1
ノミイ ケイ ソウE+
クサ ソテ ツ13
シ ラネ ワラ ビ++
ア オ ミ ズ 十
ノ ブ キ 十
ナ ニ ノ ヤ ガ ラ
オ ォ バ ノヤ エ ム グ ラ1+111
ア カ ミノル イ シ ョウマ1十 十 十 十
ヒ ョウ タンボ ク
ヤ マ ブ ドウ+
チ ョウセ ン ゴ ミン 十
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考察す るこ とにす る。(第4表 参照)
第4表 は壮令林の毎木調査に並行 して調べた林床植物の出現頻度表であ る。 この表を大別す ると・
2,3,6,7調 査区は庇陰性草本型,4,5調 査区はササ型に分れ るが,こ の両型の出現植物の 誓
類は対照的に異なつてい ることがわか る。すなわち4,5調 査区はオニ ミヤ コザサ(Sasanipponi1
MakinoetShibata)の 出現頻 度 が3,2,フ ツキ ソウが3,4で あ るに反 し,1,2,3,6,冷(ま)
調査区はオ ニ ミヤコザサ ガナか ら1,フ ツキ ソウ(PachysandraterminalisSieb.etZucc,)は鋪
ら0で あ り逆にキ ツ リフネ(Impatiensnoli-tangereL.),アォス ゲ(CarexberviculmisR.Br.)乳
エ ゾイラクサ(UrtricaplatyphyllaWEDD.)が1,2,3,6,7調 査区で2～3で あるに反 ぴ
4,5調 査区では各 々+と なつてい る。 これ らの代表 として選んだ5つ の植物はいず れ も樹陰 に良 く
生存す る種類 であるが,生 棲地 か ら土地 水分 の要求度を推 察す る とオニ ミヤ コザサ,エ ゾイ ラクサ轡
フツキ ソウ,キ ツ リフネ,ア オス ゲの順に高ま る傾向がみ られ る。 これは上記の プロ ッ トを立地的彪
分類す ると1,2,3,6,7調 査区は峯通 りの平坦な部分,4,5調 査区は傾 斜角10° 内外 を有サ
る南西斜 とに分れ,両 調査区の土地 水分経済hに 差のあ ることが推 定 され るので この点か らも明ら蜻
とな る。.・
の轟 露 ㌶媛 翫 菰欝 箋論 搬 。欝 膨魏 畿1:轟1
ニ ミヤコザサ群が出現 していたものと推定される。 このササ型植生は40--50年 前のヤチダモ稚樹臥
発生と,こ の成長に伴 う環愛因子の変化及びこれに前後しておこなわれた放牧の影響 とによつて植興
に変化をもたらせて現在にみるような型を出現 したものと考えられる。 壷
松井等(の)は林内放牧によつてササの密度減退 と林床露出がおこなわれ,樹 木の更新及びその後の生1
に良好な影響をもたらす ことを報告しているが上述の如 く,当 調査林の更新も一面この放牧Y`あつカ
つて力があるものと思われる。さらに松井等は過放牧によるササ型植生の推移を観察して次の5型 に
まとめた。すなわち
'① ミヤコザ サー 雑 草型
② ミヤ コザサー庇陰生草本型
ミヤみ
型… ⑱ ・ヤ・ザサ状 型草本型










・ ÷120個 体糎 めて多い
・ 2齢 又は譲 小 個体数多い1
+旨 被度小 個体数少ない 」
'
o淵
この方法に よつ て当壮 令林分下の植生型を分け ると工1ミヤコザサー 灌木型,② ミヤ コザサー庇陰 磁
草本型,大 型草本型,及 びササの退化 した完全な@庇 陰性草本型の4つ にな る。①,②,③ の植生,
で はオ。,ヤ 。ザサ頴 蹴 に分机 てい るが,第4表 か ら棚 らかな 、 う、.オ蝋.・ イ・イハ 謬
エ ゾイラクサ,オ オバナ ノエン レイソウ,オ ウバ ユ リ,キ ツ リフネな どの庇陰性草本,ア キカラ4、
ハ ン ゴン ソウ,エ ゾアザ ミな どの大型草本,ホ ザ キシ モ ツケ,エ ゾニワ トコな どの灌木類がそれぞ
生育 してお り明 らかに放牧に よる影響が認め られ る。
以 上の植生型か ら現林分 の成立過程及び林床植物の推移 を表で示せば第5表 の如 くなる。
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第5表 ヤチダモ壮令林分成立経過表
藷 程「 淑 川 胤);榊,,ド 層木)1榊 長 樹 モi-
1鴫 臆 脇 ヲ1・ ヤ・州 ・ 林,放牧
バ 等の 大循 木 の疎 林1
-11
ミミヤ コザ サ の 減少,ヤ チ ダモ
o・ 1献 饗 竪 離 禦:李聖 榊 放牧
1;サIFIJで あ る 。
1ミ ー 一一一 -1
ヤチダモ艘 順 とす硬 1陣 附1草本型 林内撒
m":㈱ 蜘1ミ ヤコザ唄 海型罵 醐)
1 -一一一
ハルニレ,ミ ズナラ,ヤ チ ヤチダモ幼令更新林分 一lt陰性草本型の成立
I
lV旨 ダモ・ハ リギ リ等の大径木ii
ヤチダモ帽 硬 琳 分 ミ ミ,
1林 分下 の櫛生は 林地のHumusを 重要な窒素の供給源 として利用して生育す るので,植 生 の出現 種
みればその 林分におけ るHumusの 分解程度がわか り,さ らにはその 構成林下 の成長 量の良否を論
1る こともで ぎる。第5表 に よるとこの 林分の植生の変化には 良好な植生連鎖の関係がみ ら才tる。す
わち初期の林分疎開か ら現在の林分に移行す るまでに陽性 の植生が現われ て,林 地が破壊 された と
lJう 事実 は推定で きずHumusの 生 成,分 解に も大 きな 塵違は なかつた もの と思われ る。すなわち環
1因 子の変 化(林 木の更新期)に も拘 らず,Humusの 生 成,分 解輪廻 にI」rd大きな狂いが なかつた も
1 .'と思才:)れる。
1植 生型 と樹高,胸All直 径成長 との関係をみ ると第7図 の如 くな る。 この図に よると胸高直径成長で
llRの スゲ,ホ ザ キシモツケ型が成長が良 く,つ いでYの 庇陰性 草本型,Mの クマイザ+一 フ ッキ ソ
嘆 とな り,Gの スゲ型が最 も悪い傾 向を示 してい る。樹高成長ではRの スゲ,ホ ザ キシモ ッケ型が初
r,
's,(5～101卜)に 良 好なll気長を71こすが,そ れ以 後は成長が衰 えて15年 以後はYの1比 陰性 草本型,M
r!Clfsis'ク マィザサー フ ・キソウが勲fな 伸びを示す よ うにな りGの スザ型が この場合で も不麟 成長 とな馨
てい る。L壌 肥沃度 と樹高〃気長 との関連性か ら第7図 を検 討す ると,樹 高の伸びの良い庇陰性 草本
1・ ゐ;マィザサ・ フ ・キソ朔 グ)桝 を闘 する土臆 一醸 駄 地髄 示す ものといえよう・
醤 上田は カラフ ト;こおけ る原生 林の森季木植生 型の研究で,こ れが基本的には オクヤマシダ型(Dryo・
ristype),エ ゾクロウス ゴ型(Myrtillustype),ヤ マ ドリゼ ンマイ型(Osmundatype)の3植
型に分れ ることをll誌,主 として針 葉樹の優良 林分にはDryopteris型 が多 い ことを認 めた。 さ ら
KotzのDryopteris型 の よ うな林相の良好な所 ほ ど陰性 な草本類,シ ダ類に富み,灌 木に乏 し く
rtillus型 な どの不良林相の林地ほ ど陽性な地床 植物が繁茂す るとい う説を引いて,.L記 の3植 生
による地位判定度を明 らかに してい る。以 ヒの ことか ら推 察す る と木 調査におけるヤチ ダモ林分下
植生型は明 らかにDryopteris型 に属す るものであ り,さ らに当演習 林内のヤチダモ林 における植
型(サ サ 型,シ ダ型)も いずれ もDryopteris型 の1比陰性 草本型に属す る優 良林相を現わす もの で
るので,ヤ チ ダモの適地 は きわめて良好な地位 の もとにある もの と考 え られ よ う。
第7図 及び以Lの 考察か らも明 らかな よ うに林木の成長 量と植4～型並 びに環境 因子(地 形,微 気象,
、,土 壌0)理 学 的,化 学的尉[成)に は一連 の関 係がみ られ る ようであ る。 したがつ て林 木成長 扇:,
型 とともに,こ れ らの環境 諸因子 との関係が重 要なもの とな らざるを得 ないが,こ れは 今後の調
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査研.究に よつ て明 らかに して行 きたい。
-II
v摘 幽 要 耀
覇
魏
(i)京 都大学北海道演習林標茶経営区におげ るヤチダモ壮令林分の林分構造,成 長 吊:・並びに林
植生 について の調 査を お こなつた。 、( ):
(21調 査壮 令林分は軍馬補充部 発足時に 更新 された もの と推定 され,樹 令 は30年 荊後である。 滋
(3>林 分構造一ヒか らは壮令林 と老令林 との間に差は認め られず,ヤ チダモの侵 入経路 も老令林に 噛
け ると同様 に ミズナラ,ハ ルニ レについで成林 した もの と考え られ る。(ぢ)1




(6、壮令過留林分におけるヤチダモ枯損木の年数,樹 高,胸 高直径か ら,そ の成長回復の最低限
を割 りN;すと,樹 令は25年,樹 高8m,胸 高直径5cm前 後となる。1・
働 本調査林分は混牧林としての影響を受けており,そ のため胸高直径,材 積成長1轟:は他林分玄1
駕 し て 良 好 で あ る 。l
l8,林 床 植 生 型 は ユ ミヤ コ ザ サ ー 灌 木 型,12ミ ヤ コ ザ サ ー 庇 陰 性i客 本,大 型 草 イく型,③ ミヤ コ ザ ・
一 庇 陰 性 草 本 型 ,④ 庇 陰 性 草 本 型 び)4型 に 分:ナ られ,こ れ ら は い ず れ も 放 牧 の 影 響 に よ リ ミ ャ コザ,
型 の 植 生 型 か ら 移 行 し た も の と 考 え られ る 。1
馴 端,胸1値 径,i職 慰 購 床 棚 掬 比 陰 性 林 型 と し て も 煽 τ・ 蜘 で あ つ て 針 葉Y4
け る 優 良 林 分 下 のDryopteris型 植 盤三と 類 似 し て い る 。 携(リリ)
11〔bヤ チ ダ モ 壮 令 林 の 成 長 吊:の 良 否 は 立 地 条 件 に よ つ て 左 右 せ ら れ,台 地 一Lの 緩 斜liii,沢 の 上.
に お い て 良 好 で あ る 。 こ れ は 第1報 に お け る 老 令 林 の 場 合 と 同 様 て あ る 。 ・ 、
(lll林 床 植 生 及 び1/.地 条 件 か ら ヤ チ ダ モ は 養 分 要 求 度,土 地 要 求 度(特 に つく分 ・要求 度)の 強 い
で あ る こ とが 推 測 さ れ た 。,磯
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Résumé
   In a  partial area of Kyoto University Forest in Hokkaido (along the boundaries of  Nemu-
ro), there are small area of middle aged Yachidamo forests  (area  =  20 ha, tree age  =  30— 50 
years). These stands have much more volume than the old aged stand. Attending to this 
feature of volume we tried to make clear a distinctive feature of standing structure and grow-
ing  process between the middle and old aged stand. We also investigated the land plants 
with these standing investigation. 
   The result of this studying is as  follows  : 
 (1) This stand was presumed to reproduce when the section of war horse established. The 
    tree age is about 30 years before and after. 
 (2) In the structure of stand, there are no differences between the middle and old aged 
     stand. 
 (3) So extremely suppressed middle aged stand shows the same growing process as the old 
    aged stand. We think that, there is mutual relation in these stand. 
 (4) The growth of diameter breast high and volume of unsuppressed stand is better than 
    superior forest of Yachidamo in Hokkaido. 
 (5) When we presume the limit of recovery of the growing from ages, height, and diameter 
    breast high of the dead standing trees of Yachidamo in so extremely suppressed stand, 
    that is about 25 years old, 8 meter height, and 5 centi meter diameter breast high. 
 (6) It is because of pasturage stand that the growth of diameter breast high and volume of 
    this stand is much better than the other stand. 
 (7) Land plant types in this stand are distinguished 4 types. That is,  (1) Miyakozasashrub 
    type, (2) Miyakozasa-shady herbs type, (3) Miyakozasa-shady large herbs type, (4) shady 
     herbs type. 
 (8) The growth of height and diameter breast high are superior in the shady herbs type. 
    This is similar to Dryopteris type in the coniferous trees stand which has much growth. 
 (9) It is presumed that Yachidamo has a strong requirement for nutrient and soil (especially 
    soil water) from condition of the land plants and situation of the Yachidamo stand.



